
一般質問
田
渕
　
地
域
移
行
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
本
市
の
地
域
移
行
に
関
わ
る
状
況

は
令
和
4
年
度
の
中
学
校
総
体
以
降
、
合

同
部
活
動
を
毎
週
土
曜
日
に
実
施
。
複
数

の
指
導
者
体
制
を
整
備
し
関
係
者
と
協
議

を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
ま
た
令
和
5
年
度

の
中
学
校
総
体
か
ら
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
や

合
同
チ
ー
ム
で
の
参
加
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

田
渕
　
地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
の
支
援

は
。

答
弁　
国
や
県
の
様
々
な
体
制
や
補
助
が

あ
り
、
今
後
保
護
者
の
方
の
負
担
に
対
し

て
は
、
地
域
移
行
期
間
中
に
お
け
る
国
の

補
助
を
活
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
保
護
者
や
関
係
者
と
も
協
議

を
進
め
、
い
か
に
物
的
支
援
及
び
人
的
支

援
の
展
開
が
で
き
る
か
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

田
渕
　
地
域
移
行
後
の
生
徒
の
健
康
管
理

は
。

答
弁　
指
導
者
や
保
護
者
の
方
に
は
部
活

動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
方
針
に

従
い
、
地
域
移
行
後
も
事
前
の
体
調
把
握

や
練
習
過
多
に
な
ら
な
い
よ
う
、
教
育
委

員
会
が
指
導
す
る
立
場
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

田
渕
　
地
域
移
行
の
課
題
は
。

答
弁　
新
し
い
競
技
環
境
へ
の
支
援
、
運

営
体
制
や
指
導
方
針
の
共
有
、活
動
時
間
、

活
動
の
継
続
性
、
物
的
支
援
、
人
的
支
援

な
ど
学
校
部
活
動
と
連
携
し
、
道
具
の
共

有
使
用
が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

中
島
　
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
実
行
委
員
会
を
設
置
し
審
議
、
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
緑
が
丘
弓
道
場
は

昨
年
４
月
に
供
用
を
開
始
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ボ
ル
ダ
ー
施
設
は
６
月
24

日
に
完
成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
島
　
街
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
観
光

振
興
は
。

答
弁　
開
催
期
間
中
、
競
技
会
場
内
に
売

店
、
総
合
案
内
所
の
設
置
な
ど
を
計
画
中

で
す
。
ま
た
、
市
内
の
事
業
者
や
関
係
団

体
と
協
力
し
、
市
内
の
回
遊
性
が
生
ま
れ

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

中
島
　
今
後
の
事
業
計
画
は
。

答
弁　
今
秋
の
鹿
児
島
国
体
で
は
関
係
す

る
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
で
調
査
し
、
今
後
に

生
か
し
ま
す
。
ま
た
来
年
６
月
に
は
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

中
島
　
休
職
に
関
す
る
市
の
状
況
は
。

答
弁　
現
在
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
、
そ

の
他
の
疾
病
に
よ
り
休
職
し
て
い
る
職
員

が
い
ま
す
。

中
島
　
健
康
管
理
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
健
康
診
断
か
人
間
ド
ッ
ク
を
必
ず

受
診
す
る
よ
う
に
し
、
健
康
診
断
受
診
率

は
98
％
で
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と

し
て
月
１
回
臨
床
心
理
士
、
年
２
回
管
理

職
に
よ
る
面
接
を
行
い
、
不
調
や
変
化
に

早
く
気
付
く
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

田 渕 　 厚 議 員

中 島 慶 子 議 員

部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
大
会

に
つ
い
て

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
独
自
財
源
に
よ

り
人
的
措
置
等
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
が
、
自
治
体
間
の
教
育
格
差
が
生
じ

る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
す
。
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
庫
負
担
率

が
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。
国
の
施
策
と
し
て
定
数
改
善
に

む
け
た
財
源
保
障
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全

国
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ゆ
た
か
な
子
ど
も
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め

の
条
件
整
備
は
不
可
欠
で
す
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
２
０
２
４
年
度
政

府
予
算
編
成
に
お
い
て
下
記
事
項
が
実
現
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

１
．�

中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
３5
人
学
級
を

早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
さ
ら

な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
。

２
．�

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是

正
を
実
現
す
る
た
め
、
加
配
教
員
の
増

員
や
少
数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員

定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

３
．�

自
治
体
で
国
の
標
準
を
下
回
る
「
学
級

編
制
基
準
の
弾
力
的
運
用
」
の
実
施
が

で
き
る
よ
う
加
配
の
削
減
は
行
わ
な
い

こ
と
。

４
．�

教
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
新
規
採
用
を

持
続
的
に
確
保
し
、
専
門
性
を
発
揮
し

意
欲
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
改
善
に
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

５
．�

新
卒
者
の
就
業
機
会
や
教
職
員
の
年
齢

構
成
の
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
等
の
観
点
を

十
分
に
考
慮
し
、
す
べ
て
の
自
治
体
で

定
年
引
上
げ
期
間
中
に
教
職
員
の
安
定

的
な
新
規
採
用
が
で
き
る
よ
う
、
定
数

加
配
措
置
を
は
じ
め
と
し
た
必
要
な
財

政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

６
．�

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上

を
は
か
る
た
め
、
地
方
財
政
を
確
保
し

た
上
で
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

�

（
一
部
抜
粋
）

「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担
率の引き上げを求める意見書」を可決しました

議会広報委員会

委 員 長　廣橋　時則
副委員長　市丸　勝義
委　　員　彌冨　博幸・尾形　武史
　　　　　坂口　絹代・渡島　幸司

多久市議会だより  No.５7多久市議会だより  No.５7 67




